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9月定例会 9月定例会 

平成２１年度決算認定 討論 平成２１年度決算認定 討論 

（一般質問） 

平成２１年度決算認定 討論 7

9

自治体支援がカギ　植物工場 自治体支援がカギ　植物工場 自治体支援がカギ　植物工場 （視察報告） 12

（一般質問） 南小なぜ下げるのか 8

国保税の減免に生保基準を 



9月定例会は2日から２１日までの２０日間の会期で開かれ
ました。 
町から提出された議案は、２１年度の決算認定のほか２２

年度の補正予算など全部で１２議案の提案がありました。決
算認定は賛成多数、他の議案は全員賛成で可決しました。 
議員から、国の機関などに意見書を提出する議案が出され、
4議案とも全員賛成で可決しました。 
一般質問は4人の議員が町政全般にわたり質問をしました。 

20年度に比べ町税全体で13億5千万円の減、
そのうちの10億円が法人町民税の減額に
よるものです。そうした状況下でも北小学
校の整備を行いました。中学校仕様から小
学校仕様への改築、教室数不足による増築
など、全部で13億円を要しましたが、耐
震強度が不足した旧北小校舎に子どもたち
を通わせておくことができず、厳しい財政
状況の中、決断したものです＝9月25日、
新しい北小学校で初めて行われた運動会 

法
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税
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、
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億
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平
成
２１
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
は
９６
億
5
6
9
0
万
円

（
２０
年
度
比
、
１０
%
増
）
、

歳
出
は
９１
億
8
8
6
6
万
円

（
同
、
１２
・
8
％
増
）
で
し

た
。
 

２０
年
度
に
比
べ
歳
入
が
増

加
し
た
理
由
は
、
北
小
学
校

建
設
に
伴
い
①
国
か
ら
の
補

助
金
等
が
増
加
し
た
②
建
設

基
金
か
ら
一
般
会
計
に
繰
り

入
れ
た
③
建
設
事
業
債
を
発

行
し
た
―
―
た
め
で
す
。
急

激
な
景
気
後
退
で
税
収
が
大

幅
に
減
収
し
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
上
回
る
歳
入
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

歳
出
の
増
加
は
、
北
小
学

校
建
設
に
係
る
も
の
の
ほ
か
、

法
人
町
民
税
の
予
定
納
税
の

還
付
金
お
よ
び
還
付
加
算
金

が
２０
年
度
に
比
べ
4
億
円
も

増
加
し
ま
し
た
。
景
気
後
退

の
影
響
が
歳
出
に
も
色
濃
く

反
映
さ
れ
た
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
 

町
の
財
政
力
を
表
す
指
標

「
財
政
力
指
数
」
は
、
２１
年

度
は
1
・
４２
。
過
去
最
高
の

２０
年
度
（
1
・
７４
）
と
比
べ

る
と
下
回
る
結
果
に
な
り
ま

し
た
が
、
昭
和
５６
年
度
以
降

ず
っ
と
交
付
税
の
算
定
基
準

と
な
る
「
1
」
を
超
え
て
い

ま
す
。
 

決
算
は
昨
年
ま
で
特
別
委

員
会
で
審
査
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

常
任
委
員
会
で
審
査
す
る
方

法
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
予
算
を
審
査
し
た
常
任

委
員
会
で
決
算
を
審
査
し
た

方
が
、
予
算
＝
決
算
の
関
係

が
よ
り
明
確
に
で
き
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
 

審
査
の
結
果
、
9
月
9
日

の
総
務
建
設
、
１０
日
の
文
教

福
祉
の
両
常
任
委
員
会
と
も

賛
成
多
数
で
可
決
、
最
終
日

の
本
会
議
に
お
い
て
も
賛
成

１１
・
反
対
2
で
、
２１
年
度
の

決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

大
口
町
消
防
団
が
愛
知
県

消
防
操
法
大
会
（
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
）
で
優
勝
を
果

た
し
、
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
の
た
め
、１１
月
１２
日（
金
）
 

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
（
蒲

郡
市
で
開
催
）
ま
で
の
訓
練

費
等
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
、

消
防
費
の
予
算
に
2
5
8
万

円
追
加
し
ま
す
。
 

県
の
委
託
を
受
け
て
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

を
支
え
る
モ
デ
ル
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
主
な
事
業
内

容
は
次
の
通
り
。
 

▽
か
か
り
つ
け
医
、
服
薬

状
況
な
ど
、
緊
急
時
に
役
に

立
つ
情
報
を
記
入
し
て
お
く

冊
子
の
配
布
。
 

▽
新
聞
配
達
員
な
ど
が
、

高
齢
者
宅
の
異
変
を
町
に
通

報
す
る
仕
組
み
の
確
立
。
 

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
の
家
事
援
助

サ
ー
ビ
ス
（
３０
分
・
5
0
0

円
）
を
、
月
1
回
分
補
助
。
 

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
旧
北
小
学
校
の
校
舎
を

解
体
し
ま
す
。
 

9
月
１６
日
に
行
わ
れ
た
１０

社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の

結
果
、
丸
周
建
設
㈱
が
落
札
。

契
約
金
額
は
8
1
3
7
万
5
 

0
0
0
円
で
す
。
議
会
は
こ

の
議
案
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。
 

工
期
は
3
月
下
旬
ま
で
。
 

２２
年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算
 

２２
年
度
補
正
予
算
 

全
国
大
会
へ
出
場
 

消
防
操
法
大
会
 

2
5
8
万
円
 

地
域
で
見
守
り
、お
手
伝
い
 

高
齢
者
福
祉
事
業
 

４０
万
円
 

8
千
万
円
で
契
約
 

旧
北
小
の
解
体
工
事
 

21年度歳入歳出決算額 

※単位未満は四捨五入 

会 計 名  

一 般 会 計  

土 地 取 得  

国 際 交 流  

国民健康保険 

老 人 保 健  

後期高齢者医療 

介 護 保 険  

公共下水道  

農業集落家庭排水 

社 本 育 英  

合 計  

歳 入  

96億5690万円 

30万円 

99万円 

19億 971万円 

394万円 

1億4352万円 

7億5026万円 

7億9375万円 

2163万円 

585万円 

132億8685万円 

歳 出  

91億8866万円 

22万円 

16万円 

18億 994万円 

394万円 

1億4067万円 

7億1118万円 

7億9355万円 

2163万円 

30万円 

126億7025万円 

差 し 引 き  

4億6824万円 

8万円 

83万円 

9977万円 

0 

285万円 

3908万円 

20万円 

0 

555万円 

6億1660万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

火点の標的を倒すまでの時間と、技術の正確性を競い合う
小型ポンプ操法大会＝6月13日、丹羽消防署 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

答 □ 問 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

質疑あれこれ
9月議会に上程された議案の中から、21

年度決算の質議を中心に、主な質疑を

要約してお知らせします。 

質疑あれこれ
　
介
護
保
険
特
別
会
計
の

積
立
金
と
し
て
2
千
万
円
追

加
す
る
。
積
立
額
は
い
く
ら

あ
る
の
か
。
適
正
金
額
は
い

く
ら
と
考
え
て
い
る
か
。
 

　
基
金
の
積
立
額
は
、
1

億
1
3
4
8
万
円
（
5
月
３１

日
現
在
）
。
介
護
保
険
の
1

か
月
の
給
付
費
が
5
千
万
円

ぐ
ら
い
な
の
で
、
最
低
限
そ

の
程
度
は
持
っ
て
い
た
い
。
 

 

　
介
護
給
付
よ
り
保
険
料

の
方
が
高
い
の
で
、
た
ま
っ

て
い
く
の
で
は
。
 

保
険
料
を
払
っ
た
人
に
還

元
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
今
期
の
計
画
で

考
え
て
い
た
が
、
ま
だ
な
い

の
も
要
因
の
一
つ
。
 

3
か
年
の
事
業
計
画
を
途

中
で
変
更
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
平
成
２４
年
度
か
ら
の

新
た
な
計
画
に
は
、
こ
う
し

た
こ
と
も
十
分
考
慮
し
て
、

保
険
料
に
反
映
で
き
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。
 

　
介
護
認
定
が
厳
し
い
か

ら
で
は
な
い
の
か
。
 

　
認
定
基
準
は
標
準
化
の

も
と
、
適
正
に
認
定
さ
れ
て

い
る
。
 

　
日
常
生
活
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
も
重
要
。
特
に
、
近

隣
で
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
が

な
い
の
は
大
口
町
だ
け
。
ぜ

ひ
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

も
ら
い
た
い
。
 

　
以
前
、
理
美
容
組
合
と

協
議
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ

の
と
き
は
合
意
ま
で
至
ら
な

か
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

次
期
の
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
何
が
必
要
か
を
考
え
て

い
き
た
い
。
 

  　
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
前
年
度
繰
越
が
約
1
億

円
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
繰

越
額
を
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
か
。
 

　
１９
億
円
も
の
予
算
規
模

を
も
つ
大
き
な
特
別
会
計
で

あ
る
上
に
、
実
際
に
か
か
る

医
療
費
を
見
込
む
こ
と
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、

今
後
の
医
療
費
の
動
向
や
、

い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
る
中

で
、
で
き
る
限
り
適
正
な
予

算
執
行
に
努
め
て
い
く
。
 

 
  

　
民
間
木
造
住
宅
耐
震
診

断
で
1
3
5
万
円
を
追
加
す

る
。
そ
の
内
容
は
。
 

　
愛
知
県
の
緊
急
雇
用
対

策
事
業
を
利
用
し
、
木
造
住

宅
耐
震
啓
発
員
と
し
て
2
名

を
採
用
し
た
。
7
月
1
日
か

ら
対
象
家
屋
の
戸
別
訪
問
を

行
い
、
8
月
１６
日
現
在
で

6
7
0
軒
を
訪
問
し
た
。
そ

の
結
果
、
耐
震
診
断
の
申
し

込
み
が
２６
軒
あ
っ
た
。
 

当
初
予
算
は
３０
軒
分
な
の

で
、
9
月
以
降
を
見
越
し
て
、

３０
軒
分
追
加
す
る
。
 

 
  

　
役
場
車
庫
・
駐
輪
場
改

修
工
事
1
2
0
0
万
円
は
、

庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工
事
の

予
算
が
余
っ
た
か
ら
や
る
の

か
。
 

　
以
前
か
ら
修
繕
の
必
要

性
は
あ
っ
た
。
た
だ
、
財
源

に
は
限
り
が
あ
る
の
で
、
先

延
ば
し
に
し
て
い
た
。
庁
舎

耐
震
補
強
工
事
も
、
当
初
の

予
定
よ
り
1
年
延
ば
し
て
実

施
し
て
い
る
。
 

今
回
の
入
札
に
よ
り
請
負

残
が
出
た
の
で
、
今
年
度
に

実
施
し
た
い
。
 

取
り
過
ぎ
分
は
還
元
せ
よ
 

―
―
介
護
保
険
料
 

22年度一般会計 
補正予算 

庁舎北側の車庫 
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国
保
国
保
の
繰
越
繰
越
１
億
円
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国
保
の
繰
越
１
億
円
 

耐
震
診
断

耐
震
診
断
2
倍
に
 

耐
震
診
断
2
倍
に
 

請
負
残

請
負
残
で
車
庫
改
修

車
庫
改
修
 

請
負
残
で
車
庫
改
修
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

質疑あれこれ

　
下
水
道
の
接
続
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

　
下
水
道
の
供
用
開
始
区

域
の
う
ち
、
五
条
川
の
左
岸

が
８４
％
、
右
岸
の
６２
％
が
下

水
道
に
接
続
し
て
い
る
。
 

　
未
接
続
の
家
庭
・
企
業

へ
、
強
力
に
接
続
を
勧
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

　
年
3
回
、
広
報
等
で
3

年
以
内
に
接
続
す
る
よ
う
勧

め
て
い
る
。
3
年
を
超
え
た

人
に
は
、
案
内
を
郵
送
し
た

り
、
直
接
手
渡
し
た
り
し
て
、

接
続
を
お
願
い
し
て
い
る
。
 

さ
ら
に
今
年
は
、
供
用
開

始
区
域
の
方
に
、
接
続
を
促

す
チ
ラ
シ
の
配
布
も
行
っ
て

い
る
。
 

   　
各
区
の
要
望
を
受
け
て

工
事
を
行
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
要
望
が
い
つ
か
な
う
の

か
、
住
民
に
は
分
か
ら
な
い
。
 

住
民
へ
の
報
告
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

　
過
去
に
出
し
て
も
ら
っ

た
各
区
の
要
望
を
一
覧
表
に

ま
と
め
た
。
区
長
さ
ん
に
は

実
施
し
た
も
の
、
今
後
実
施

す
る
予
定
の
も
の
の
一
覧
表

を
渡
し
て
あ
る
。
 

区
か
ら
も
ら
っ
た
要
望
な

の
で
、
住
民
へ
の
周
知
は
区

の
方
で
お
願
い
し
た
い
。
 

　
巡
回
バ
ス
の
利
用
者
は

高
齢
者
が
多
い
。
携
帯
電
話

か
ら
時
刻
表
を
検
索
す
る
シ

ス
テ
ム
は
必
要
か
。
 

　
２１
年
度
の
実
績
と
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
は
、
6
千
件
を
超
え

て
い
る
。
単
に
時
刻
表
を
バ

ス
停
に
張
っ
て
お
く
だ
け
で

は
な
く
、
I
T
を
使
っ
た
情

報
発
信
も
有
効
と
考
え
て
い

る
。
 

   　
地
方
税
法
第
４８
条
に
よ

る
県
へ
の
徴
収
委
任
な
ど
で
、

滞
納
は
ど
う
な
っ
た
か
。
 

　
徴
収
委
託
は
、
平
成
１８

年
度
か
ら
隔
年
で
実
施
し
て

お
り
、
２２
年
度
は
２３
人
の
徴

収
を
委
託
し
た
。
 

平
成
２１
年
度
の
市
町
村
交

流
制
度
で
は
、
県
の
職
員
が

大
口
町
に
2
名
派
遣
さ
れ
、

１１
件
の
差
し
押
さ
え
も
行
っ

た
。
 

　
「
滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、

生
活
を
著
し
く
窮
迫
さ
せ
る

と
き
」
は
、
滞
納
処
分
を
停

止
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
大

口
町
の
実
情
は
。
 

　
そ
れ
を
適
用
し
て
執
行

停
止
に
し
た
事
例
は
、
平
成

２１
年
度
は
な
い
。
 

資
産
調
査
等
を
行
っ
て
、

資
産
の
あ
る
滞
納
者
に
は
差

し
押
さ
え
も
執
行
す
る
。
し

か
し
、
生
活
を
窮
迫
さ
せ
る

ほ
ど
の
厳
し
い
取
り
立
て
は
、

や
っ
て
い
な
い
。
 

 

21年度決算認定 
総務建設委員会所管 

  
　
電
算
業
務
の
委
託
に
は
、

複
数
年
に
わ
た
る
保
守
点
検

の
随
意
契
約
が
あ
る
。
債
務

負
担
行
為
は
必
要
な
い
か
。

ま
た
、
随
意
契
約
が
ベ
ス
ト

と
言
え
る
か
。
 

　
条
例
に
基
づ
き
「
長
期

継
続
契
約
」
を
締
結
し
て
い

る
の
で
、
債
務
負
担
行
為
は

必
要
な
い
。
 

電
算
業
務
を
運
用
し
て
い

く
上
で
、
不
測
の
事
態
が
起

き
る
場
合
も
あ
る
。
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
業
者
に
保
守

点
検
も
委
託
し
た
方
が
、
一

体
的
に
管
理
で
き
る
。
 

そ
う
な
る
と
、
随
意
契
約

に
な
る
。
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区
要
望

区
要
望
工
事
の
報
告
報
告
を
 

区
要
望
工
事
の
報
告
を
 

時
刻
表
検
索

時
刻
表
検
索
は
必
要
必
要
か
 

時
刻
表
検
索
は
必
要
か
 

徴
収
委
託

徴
収
委
託
の
効
果
効
果
は
 

徴
収
委
託
の
効
果
は
 

下
水
道

下
水
道
へ
の
接
続
接
続
は
 

下
水
道
へ
の
接
続
は
 

な
ぜ
長
期
随
意
契
約

長
期
随
意
契
約
 

な
ぜ
長
期
随
意
契
約
 



問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 問 □ 

質疑あれこれ

　
敬
老
祝
い
金
事
業
は
、

高
齢
者
の
安
否
確
認
に
貢
献

し
て
い
る
。
成
果
報
告
書
に

よ
る
と
、
こ
の
事
業
を
見
直

す
予
定
の
よ
う
だ
が
、
ど
う

見
直
す
つ
も
り
か
。
 

　
具
体
的
な
変
更
案
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

今
年
度
の
事
業
が
終
了
し
た

段
階
で
、
民
生
委
員
、
区
長
、

議
員
か
ら
意
見
を
も
ら
い
、

次
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
 

  　
が
ん
検
診
の
受
診
率
が

昨
年
度
よ
り
ア
ッ
プ
し
た
。

こ
れ
は
、
「
女
性
特
有
の
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
」
が

あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
国
が
事
業
を
や
め
て
も
、

大
口
町
独
自
で
続
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。
 

　
節
目
年
齢
の
方
へ
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
事
業
で
、
２１
年

度
は
、
乳
が
ん
検
診
対
象
者

7
4
2
人
中
、
1
8
2
人
（

２４
・
5
％
）
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
対
象
者
8
3
1
人
中
、

1
7
2
人
（
２０
・
7
％
）
が

受
診
し
た
。
 

検
診
率
を
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
事
業
を
継
続
し
た
い

が
、
も
う
少
し
検
討
す
る
時

間
が
必
要
だ
。
 

   　
町
の
児
童
扶
養
手
当
は

月
額
3
0
0
0
円
で
据
え
置

か
れ
た
ま
ま
。
県
の
遺
児
手

当
は
5
年
経
つ
と
ゼ
ロ
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
減
少
分

だ
け
で
も
、
町
が
補
て
ん
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

　
そ
の
考
え
は
な
い
。
 

母
子
家
庭
や
父
子
家
庭
の

方
が
、
就
業
に
向
け
て
、
資

格
を
取
得
す
る
た
め
の
費
用

に
助
成
す
る
な
ど
、
将
来
の

自
立
に
つ
な
が
る
支
援
を
し

て
い
き
た
い
。
 

　
高
額
医
療
費
と
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
合
算
制
度

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
合
算

制
度
を
利
用
し
た
人
は
、
何

人
い
る
か
。
 

　
平
成
２１
年
度
は
該
当
者

が
い
な
か
っ
た
。
 

　
制
度
の
周
知
が
徹
底
さ

れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
も
あ

る
。
大
口
町
で
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
。
 

　
対
象
期
間
の
医
療
費
デ

ー
タ
は
町
に
あ
る
の
で
、
対

象
と
な
る
人
に
は
連
絡
し
て

い
る
。
 

 

  　
成
果
報
告
書
に
「
図
書

の
未
返
却
者
が
増
加
し
た
の

で
利
用
制
限
を
設
け
た
」
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
も
の
か
。
 

　
返
却
期
限
か
ら
2
週
間

経
過
す
る
と
、
催
促
の
ハ
ガ

キ
を
郵
送
す
る
。
そ
の
後
1

週
間
を
経
過
し
て
も
返
却
が

な
い
場
合
は
、
貸
出
停
止
に

し
て
い
る
。
貸
出
停
止
期
間

は
、
本
の
返
却
後
2
か
月
間

で
あ
る
。
 

利
用
制
限
を
し
て
か
ら
、

未
返
却
者
も
相
当
減
っ
た
。
 

21年度決算認定 
文教福祉委員会所管 

高額医療・高額介護合算制度 
　医療費や介護保険サービスの自己負
担額が著しく高額になったとき、それ
ぞれの制度から、高額療養費、高額介
護サービス費として支給される。高額
医療・高額介護合算制度は、高額療養
費等で支給を受けた残りの自己負担額
を合算して、所得区分に応じた負担限
度額を超えた場合に、その超過分が、
さらに支給される制度。 
　高額療養費や高額介護サービス費は
1か月ごと計算されるが、この合算制
度は1年間で計算される。 
　なお、食費・居住費・差額ベッド代
は対象にならない。 

け
い
 

対象年齢 

80歳（昭和5年1月1日～昭和5年12月31日生まれの方） 

85歳（大正14年1月1日～大正14年12月31日生まれの方） 

90歳（大正9年1月1日～大正9年12月31日生まれの方） 

95歳（大正4年1月1日～大正4年12月31日生まれの方） 

100歳（明治43年1月1日～明治43年12月31日生まれの方） 

合　　　　計 

人数 

136 

80 

32 

14 

2 

264

金額 

5,000 

10,000 

10,000 

10,000 

20,000 

1,980,000

参考：大口町敬老祝い金事業（平成22年度実施） 

（右）小川蔦枝さん（仲沖・80歳） 
（下）酒井忠男さん（下小口・80歳） 
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が
ん
検
診
無
料

検
診
無
料
の
継
続
継
続
は
 

が
ん
検
診
無
料
の
継
続
は
 

遺
児
手
当

遺
児
手
当
の
補
て
ん
を
 

遺
児
手
当
の
補
て
ん
を
 

敬
老
事
業

敬
老
事
業
を
見
直
見
直
し
 

敬
老
事
業
を
見
直
し
 

高
額
医
療

高
額
医
療
の
合
算
合
算
は
 

高
額
医
療
の
合
算
は
 

図
書
未
返
却

図
書
未
返
却
に
制
限
制
限
 

図
書
未
返
却
に
制
限
 



問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

健
全
財
政
を
評
価
 

 賛
成
 

宮
田
和
美
 

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
歳
入
で
8

億
7
5
0
0
万
円
、
歳
出

で
１０
億
4
0
0
0
万
円
の

増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
要

因
は
大
口
北
小
学
校
の
移

転
に
伴
う
も
の
と
言
え
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端

を
発
し
た
急
激
な
景
気
後

退
の
影
響
に
よ
り
、
法
人

町
民
税
が
１０
億
7
0
0
0

万
円
の
減
、
歳
出
に
お
い

て
は
4
億
円
を
超
え
る
還

付
金
お
よ
び
還
付
加
算
金

が
発
生
す
る
な
ど
、
本
町

の
財
政
運
営
に
厳
し
い
状

況
と
な
る
中
、
順
調
に
事

業
が
施
行
さ
れ
た
。
 

財
政
力
指
数
は
前
年
を

0
・
３２
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

1
・
４２
と
な
っ
た
も
の
の
、

公
債
費
比
率
が
0
・
5
ポ

イ
ン
ト
減
の
0
・
1
と
な

る
な
ど
、
健
全
な
財
政
運

営
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
適
正

か
つ
効
率
的
に
予
算
の
執

行
が
な
さ
れ
た
と
認
め
ら

れ
る
。
 

 国
保
税
は
取
り
過
ぎ
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

国
民
健
康
保
険
税
は
、

後
期
高
齢
者
分
が
不
足
す

る
と
の
理
由
で
、
税
率
を

引
き
上
げ
た
。
基
金
を
取

り
崩
し
て
値
上
げ
し
な
い

よ
う
要
求
し
た
が
、
聞
き

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
決

算
を
見
る
と
１
億
円
も
の

繰
越
金
に
な
っ
て
い
る
。

取
り
過
ぎ
た
分
の
引
き
下

げ
を
求
め
た
い
。
 

ま
た
、
国
保
税
を
滞
納

す
る
と
、
資
格
証
明
書
が

発
行
さ
れ
る
。
窓
口
で
は

１０
割
負
担
と
な
る
。
こ
ん

な
こ
と
を
行
っ
て
も
滞
納

者
は
減
少
し
な
い
の
で
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
は
や
め
る

べ
き
だ
。
 

大
企
業
中
心
の
政
治
か

ら
、
中
小
企
業
を
大
切
に

す
る
政
治
に
切
り
替
え
る

必
要
が
あ
る
。
大
企
業
が

貯
め
込
ん
だ
内
部
留
保
を

雇
用
に
使
え
ば
、
国
民
の

購
買
力
が
強
く
な
り
景
気

が
良
く
な
る
。
大
企
業
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ

う
、
町
か
ら
の
働
き
か
け

が
必
要
だ
。
 

採
決
採
決
の
結
果
、

結
果
、可
決
可
決
 

（
賛
成
賛
成
１１
、反
対
反
対
２
）
 

採
決
の
結
果
、可
決
 

（
賛
成
１１
、反
対
２
）
 

質疑あれこれ

平
成
２１
年
度 

決
算
認
定 

　
資
金
運
用
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
か
。
 

　
定
期
預
金
等
に
１９
億

8
9
0
0
万
円
、
国
庫
短
期

証
券
（
償
還
期
限
が
1
年
以

内
の
短
期
国
債
）
の
3
か
月
・

6
か
月
も
の
で
、
１６
億

1
9
0
0
万
円
ほ
ど
の
資
金

を
運
用
し
て
い
る
。
 

　
運
用
に
関
し
て
、
専
門

機
関
に
相
談
し
て
い
る
か
。
 

　
証
券
会
社
が
主
催
す
る

研
修
会
に
職
員
を
出
席
さ
せ

て
、
運
用
の
勉
強
を
し
て
い

る
。
 

   　
受
水
槽
の
清
掃
業
務
を

町
外
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

積
極
的
に
地
元
業
者
に
仕
事

を
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

　
資
格
や
専
門
性
を
必
要

と
す
る
業
務
も
あ
る
。
町
内

業
者
へ
指
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
は
、
優
先
的
に
指

名
し
て
い
く
。
 

21年度決算認定 
2委員会共通 

基金残高一覧表 

「大口町財産に関する調書」より抜粋 
※残高は平成22年5月31日現在。単位未満は四捨五入 

基金名 

土地開発基金 

財政調整基金 

社本育英事業基金 

国際交流事業基金 

地域福祉基金 

国民健康保険事業財政調整基金 

ふるさとづくり基金 

介護給付費準備基金 

都市計画事業基金 

学校施設整備事業基金 

フレンドシップ継承事業基金 

介護保険介護従事者処遇改善 
臨時特例交付金基金 

明日のまちづくり基金 

金額 

1億8875万円 

20億 476万円 

4000万円 

6000万円 

7170万円 

6787万円 

9億2000万円 

1億1348万円 

1億 441万円 

8億1853万円 

385万円 

851万円 
 

4082万円 

討論 
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地
元
業
者

地
元
業
者
に
仕
事
仕
事
を
 

地
元
業
者
に
仕
事
を
 

資
金
資
金
の
運
用
方
法

運
用
方
法
 

資
金
の
運
用
方
法
 



北 

 

南
小
学
校
建
設
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
 

平
成
２３

年
1
月

ご
ろ
に
施
工
業
者
を
決
定
し
、

２４
年
3
月
ま
で
に
校
舎
と
体

育
館
を
完
成
さ
せ
る
。
 

　
開
校
後
に
、
既
設
の
校
舎
・

体
育
館
の
解
体
、
プ
ー
ル
の

建
設
、
外
構
工
事
を
実
施
す

る
予
定
。
 体

育
館
の
床
を
1

メ
ー
ト
ル
下
げ
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
何
か
。
 

体
育
館

を
南
側

に
建
て
る
の
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
日
影
の
影
響
が
出
る
。

そ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た

め
の
措
置
で
あ
る
。
 

　
付
近
の
方
へ
の
迷
惑
も
極

力
抑
え
る
よ
う
配
慮
し
た
。
 

1
メ
ー
ト
ル
下
げ

る
こ
と
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
 

メ
リ
ッ

ト
は
、

①
床
下
ピ
ッ
ト
を
活
用
し
た

地
熱
利
用
の
省
エ
ネ
・
シ
ス

テ
ム
（
ク
ー
ル
ア
ン
ド
ヒ
ー

ト
チ
ュ
ー
ブ
）
を
設
置
で
き

る
②
校
舎
か
ら
体
育
館
へ
行

く
と
き
に
、
地
下
通
路
の
よ

う
に
昇
降
口
の
下
を
く
ぐ
る

の
で
、
昇
降
口
で
児
童
た
ち

が
交
錯
し
な
い
―
―
こ
と
で

あ
る
。
 

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
下
か

ら
の
湿
気
・
集
中
豪
雨
時
の

雨
水
の
問
題
で
あ
る
が
、
万

全
の
対
策
を
講
じ
る
予
定
。
 

体
育
館
は
地
域
の

重
要
な
避
難
所
で

あ
る
。
各
地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
今
後
も
そ
の
頻
度
は
増

え
る
と
予
測
さ
れ
る
。
床
を

下
げ
る
こ
と
は
、
避
難
所
と

し
て
不
適
切
で
は
な
い
か
。
 

防
水
壁

を
設
け
、

体
育
館
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
。

時
間
当
た
り
６０
ミ
リ
か
ら
８０

ミ
リ
の
雨
で
浸
か
る
こ
と
は

な
い
。
万
全
の
策
を
と
る
の

で
、
避
難
所
と
し
て
有
効
な

施
設
と
考
え
る
。
 

町
長
は
、
1
メ
ー

ト
ル
下
げ
る
こ
と

を
ど
う
思
う
か
。
 

議
会
の
特
別
委
員

会
で
審
議
を
重
ね

て
も
ら
い
、
こ
の
計
画
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
審
議
を
前

提
に
進
め
た
い
。
 

 
※
南
小
学
校
建
設
特
別

委
員
会
で
、
設
計
等
の

変
更
を
協
議
し
て
い
る
。
 

9月定例会では4人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

土田　進  

一
　
般 

質
　
問 

土

田

　

進

 

土
田 

土
田 

土
田 

土
田 

町
長 

土
田 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

南
小
学
校
の
体
育
館 

な
ぜ
床
を
地
面
か
ら
１
m
下
げ
る
の
か
 

部
長 

日
影
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た
め 
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江
南
市
や
犬
山
市

で
は
、
生
活
保
護

基
準
の
1
・
3
倍
ま
で
の
所

得
の
世
帯
を
対
象
に
、
国
保

税
の
減
免
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。
大
口
町
も
こ
の
基
準
で

減
免
す
べ
き
だ
。
 

大
口
町

は
著
し

い
所
得
の
減
少
に
対
し
て
減

免
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
以

上
、
減
免
区
分
を
増
や
す
考

え
は
な
い
。
 

所
得
の
減
少
を
理

由
と
し
た
減
免
は

所
得
割
の
み
。
他
市
町
並
み

に
、
所
得
割
と
資
産
割
の
両

方
の
減
免
を
行
え
。
 後

期
高

齢
者
医

療
制
度
に
は
資
産
割
が
な
い
。

こ
の
制
度
が
廃
止
さ
れ
る
と
、

７５
歳
以
上
の
人
が
国
保
に
戻

っ
て
く
る
。
国
保
に
資
産
割

を
残
し
た
ま
ま
だ
と
税
額
が

増
え
る
高
齢
者
が
出
て
く
る

の
で
、
資
産
割
は
廃
止
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
で

資
産
割
に
減
免
を
拡
大
す
る

予
定
は
な
い
。
 

国
保
に
傷
病
手
当

制
度
は
「
必
要
」

「
必
要
が
な
い
」
、
そ
れ
だ

け
答
え
よ
。
 

「
必
要
 

が
な
い
」
 

と
ま
で
言
い
切
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
 こ

れ
ま
で
何
度
も

質
問
し
て
き
た
が
、

そ
う
い
う
答
弁
は
今
回
が
初

め
て
。
 

　
国
保
制
度
が
始
ま
っ
て
４９

年
。
当
時
は
要
ら
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
検
討
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
ぜ

ひ
考
え
て
ほ
し
い
。
 

中
小
口
土
地
区
画

整
理
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
る
区
域
の
権
利
者

に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
た
。
 

　
そ
の
設
問
内
容
は
、
ど
う

い
う
も
の
か
。
 区

画
整
理
事

業
の
計
画
書

作
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

平
均
減
歩
率
が
高
く
、
事
業

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
な
っ
た
。
発
起
人
会
で

は
、
無
接
道
地
だ
け
を
対
象

と
し
た
土
地
の
交
換
分
合
で

整
備
し
て
は
ど
う
か
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
権
利
者
に
報
告
し
た

上
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業

と
交
換
分
合
の
ど
ち
ら
を
希

望
す
る
か
意
見
を
聞
く
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
発
起
人
会
が

発
行
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
だ

よ
り
」
を
利
用
し
て
い
る
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
は
い
つ
行

う
か
。
 

6
月
末
を
提

出
期
限
と
し

た
が
、
6
割
程
度
し
か
提
出

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
未
提

出
者
に
9
月
末
ま
で
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
る
。
 

　
取
り
ま
と
め
後
、
「
ま
ち

づ
く
り
だ
よ
り
」
を
通
じ
て

報
告
す
る
。
 

  そ
の
他
の
質
問
 

　
義
務
教
育
費
を
完
全
に

無
償
化
す
べ
き
だ
。
 

　
憲
法
第
２６
条
の
「
義
務

教
育
の
無
償
」
と
は
、
授

業
料
の
無
償
を
意
味
し
、

そ
の
他
一
切
の
費
用
を
無

償
と
定
め
た
も
の
で
は
な

い
、
と
の
判
例
が
あ
る
。
 

吉田　正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉
田 
吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

国
保
税
の
減
免
に
生
活
保
護
基
準
を 

部
長 
こ
れ
以
上
、減
免
は
増
や
さ
な
い 

権利者の意見はどうなった 
部長 取りまとめ後、報告する 

中小口土地区画整理事業 
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新ごみ処理施設の建設予定地。手前に見える
のは採石場＝8月4日、議員視察で撮影 

9
月
１２
日
に
行
っ

た
「
新
ご
み
処
理

施
設
建
設
候
補
地
住
民
説
明

会
」
の
状
況
を
含
め
、
6
月

議
会
以
降
の
進
展
状
況
を
問

う
。
 

8
月
１８

日
に
地

元
説
明
会
を
開
催
す
る
予
定

で
い
た
が
、
地
元
と
の
調
整

が
付
か
ず
、
中
止
に
な
っ
た
。
 

　
8
月
２５
日
の
首
長
会
議
に

お
い
て
犬
山
市
長
か
ら
、
撤

回
を
求
め
る
9
千
人
余
の
要

望
書
が
犬
山
市
に
提
出
さ
れ

た
の
で
、
犬
山
市
の
考
え
を

地
元
役
員
に
説
明
し
た
、
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。
一
刻
も

早
く
地
元
に
説
明
す
べ
き
と

の
見
解
で
合
意
し
た
。
 

　
9
月
１２
日
の
説
明
会
は
江

南
市
長
を
除
く
3
首
長
が
出

席
し
た
。
説
明
し
た
内
容
は
、

建
設
候
補
地
の
選
定
経
緯
、

新
ご
み
処
理
施
設
の
計
画
概

要
で
あ
る
。
 

　
説
明
会
で
は
、
候
補
地
決

定
に
至
る
説
明
が
不
十
分
で

行
政
の
誠
意
が
見
ら
れ
な
い
、

2
市
2
町
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
な
い
、
白
紙

撤
回
す
べ
き
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
 4

人
の
首
長
の
足

並
み
が
乱
れ
て
い

て
は
首
長
に
対
す
る
不
信
を

払
し
ょ
く
で
き
な
い
。
な
ぜ

共
同
し
て
取
り
組
ま
な
い
の

か
。
 

4
候
補
地
か
ら
2

候
補
地
（
江
南
市
・

犬
山
市
）
に
絞
っ
た
。
そ
れ

を
1
候
補
地
に
絞
る
と
き
、

ど
ち
ら
に
決
ま
っ
て
も
2
市

2
町
が
一
丸
と
な
っ
て
全
面

協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
 

　
今
回
の
江
南
市
長
の
説
明

会
へ
の
欠
席
は
、
地
元
5
町

内
会
の
合
意
が
な
い
中
で
は

賛
同
で
き
な
い
と
い
う
理
由

で
あ
る
。
協
力
し

て
取
り
組
む
姿
勢

に
変
わ
り
は
な
い
。
 

大
口
町
の
精
神
障

が
い
者
へ
の
医
療

費
助
成
は
、
精
神
障
が
い
の

部
分
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
病
気
を
対
象
に
し

て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。
 

①
　
現
在
の
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。
 

②
　
他
の
障
が
い
者
と
同
様

に
、
す
べ
て
の
病
気
を
対
象

に
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

①
　
精

神
障
が

い
以
外
の
全
疾
病
を
対
象
に

し
て
い
る
自
治
体
は
、
愛
知

県
内
５７
団
体
中
、
３１
団
体
あ

る
。
 

　
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
級

数
、
入
通
院
の
別
、
助
成
割

合
は
、
各
自
治
体
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
。
 

②
　
大
口
町
は
、
精
神
疾
病

に
つ
い
て
は
入
通
院
と
も
無

料
。
対
象
者
は
精
神
保
健
福

祉
手
帳
の
1
〜
3
級
、
自
立

支
援
受
給
者
証
の
所
持
者
で

あ
る
。
 

　
愛
知
県
で
は
平
成
２４
年
度

中
に
福
祉
医
療
制
度
の
見
直

し
作
業
を
行
う
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
も
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
国
の

動
向
等
を
見
な
が
ら
、
精
神

障
が
い
者
医
療
を
含
め
た
福

祉
医
療
の
適
切
な
助
成
の
あ

り
方
を
判
断
し
た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

 

田中一成  

田
中 

田
中 

田
中 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

首長の足並みが乱れている 
町長 協力姿勢に変わりなし 

新ごみ処理施設の建設 

精
神
障
が
い
者
医
療 

全
て
の
治
療
を
助
成
せ
よ
 

部
長 

国
の
動
向
を
見
て
、判
断 
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阪
神
淡
路
大
震
災

で
の
死
亡
者
の
９２

％
が
、
建
物
が
倒
壊
し
た
こ

と
に
よ
る
窒
息
死
、
圧
死
、

圧
迫
死
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

①
　
一
般
住
宅
の
耐
震
改
修

促
進
計
画
と
、
そ
の
進
行
状

況
を
問
う
。
 

②
　
低
コ
ス
ト
の
耐
震
補
強

工
事
も
あ
る
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
を
。
 

③
　
耐
震
改
修
は
高
額
で
あ

る
た
め
、
な
か
な
か
進
ん
で

い
か
な
い
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ

ー
に
は
部
屋
型
と
ベ
ッ
ド
型

が
あ
る
。
命
を
守
る
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
に
助
成
を
。
 

①
　
耐
震
改

修
促
進
計
画

は
、
平
成
２０
年
に
策
定
し
て

い
る
。
計
画
で
は
、
町
全
体

の
耐
震
化
率
を
９０
％
に
す
る

目
標
だ
が
、
現
在
は
７７
％
止

ま
り
で
あ
る
。
 

　
そ
の
た
め
、
本
年
度
は
、

臨
時
職
員
2
人
が
昭
和
５６
年

5
月
３１
日
以
前
の
木
造
住
宅

を
訪
問
し
、
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
補
助
の
P
R
を
し
て

い
る
。
 

②
　
戸
別
訪
問
時
に
、
紹
介

も
し
て
い
る
。
 

③
　
家

具
転
倒

防
止
の
補
助
を
今
年
4
月
か

ら
始
め
た
が
、
こ
れ
ま
で
に

1
件
し
か
申
請
が
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
で
、

新
た
な
補
助
制
度
を
増
や
す

よ
り
、
防
災
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
啓
発
に
努

め
た
い
。
 

今
年
は
戦
後
最
高

を
記
録
す
る
猛
暑

と
な
り
、
熱
中
症
に
よ
る
死

亡
者
が
全
国
で
4
9
6
人
に

上
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
大
半

が
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
と
低
所
得
者
だ
。
 

①
 
「
新
た
な
災
害
」
と
し

て
対
策
が
必
要
。
本
町
の
現

状
と
、
今
後
の
対
策
を
問
う
。
 

②
　
地
域
全
体
で
見
守
る
た

め
に
も
、
要
援
護
者
の
名
簿

を
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も

提
供
す
べ
き
で
は
。
 

③
　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

の
活
用
で
、
い
ち
早
く
対
応

を
。
 

①
　
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
、
会

議
や
教
室
等
で
の
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
っ
た
。
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
た
と
き
は
、
水
分

補
給
を
す
る
よ
う
声
掛
け
を

し
て
い
る
。
 

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
熱

中
症
情
報
を
収
集
し
、
広
報

無
線
等
に
よ
る
早
目
の
周
知

に
努
め
た
い
。
 

②
　
要
援
護
者
名
簿
は
、
町

民
安
全
課
・
福
祉
こ
ど
も
課

が
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
 

　
大
口
町
に
は
民
生
委
員
が

独
自
に
取
り
ま
と
め
た
名
簿

が
あ
る
。
地
域
で
の
見
守
り

活
動
に
役
立
っ
て
い
る
。
 

③
　
今
年
度
、
高
齢
者
地
域

見
守
り
推
進
事
業
で
、
家
庭

に
備
え
て
も
ら
う
冊
子
を
配

布
す
る
。
医
療
キ
ッ
ト
と
同

種
の
も
の
と
考
え
る
。
 

生
活
保
護
者
の
ク

ー
ラ
ー
設
置
状
況

と
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、

夏
季
加
算
制
度
の
創
設
を
。
 

設
置
状

況
は
、

お
お
む
ね
7
〜
8
割
と
認
識

し
て
い
る
。
 

　
国
は
、
生
活
保
護
世
帯
へ

の
夏
季
加
算
を
検
討
し
て
い

る
。
検
討
の
結
果
を
見
て
い

き
た
い
。
 

 

柘植　満  

耐
震
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
助
成
を

助
成
を 

部
長
部
長 
補
助
補
助
を
増
や
す
よ
り
、防
災
防
災
へ
の
啓
発
啓
発 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
助
成
を 

部
長 
補
助
を
増
や
す
よ
り
、防
災
へ
の
啓
発 

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

猛暑による熱中症対策を 
部長 広報無線で早目の周知も 

ベッド型シェルター 

建
設
部
長 
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複
合
型
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

の
民
間
企
業
カ
ン
ポ
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
㈱
（
京
都
府
南

丹
市
）
を
見
学
し
ま
し
た
。
 

　
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
（
焼
却
場
）
の
処
理
能
力

は
日
量
約
1
4
0
ト
ン
。
焼

却
に
伴
う
排
熱
は
施
設
内
の

通
風
機
の
動
力
源
、
施
設
外

へ
の
熱
供
給
（
蒸
気
供
給
）

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
バ
イ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
は
、
有
機
性
廃
棄
物
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
回
収
。
天
然

ガ
ス
自
動
車
の
燃
料
や
、
ガ

ス
エ
ン
ジ
ン
発
電
に
利
用
し

て
お
り
、
1
日
の
フ
ル
稼
働

で
、
一
般
家
庭
1
4
0
0
軒

分
の
電
力
を
発
電
で
き
る
そ

う
で
す
。
 

　
ま
た
、
廃
家
電
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
で
は
、
機
械
に
よ
る

破
砕
後
、
手
作
業
に
よ
る
選

別
を
行
い
、
純
度
の
高
い
有

価
物
の
再
資
源
化
に
努
め
て

い
ま
し
た
。
 

　
環
境
に
配
慮
し
た
こ
の
施

設
を
見
学
し
て
、
2
市
2
町

の
新
ご
み
処
理
施
設
に
、
民

間
の
資
金
・
技
術
能
力
・
経

営
能
力
を
活
用
し
た
「
P
F
I

方
式
」
も
検
討
し
て
は
ど
う

か
と
思
い
ま
し
た
。
 

　
植
物
工
場
の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、
実
際
に
野
菜
を

生
産
し
て
い
る
農
事
組
合
法

人
と
、
植
物
工
場
を
研
究
開

発
す
る
企
業
の
2
か
所
を
訪

問
し
ま
し
た
。
 

　
農
事
組
合
法
人
ハ
イ
テ
ク

フ
ァ
ー
ム
園
部
工
場
（
京
都

府
南
丹
市
）
は
、
リ
ー
フ
レ

タ
ス
な
ど
を
1
日
千
株
生
産
。

種
ま
き
か
ら
３５
日
前
後
で
収

穫
で
き
、
総
菜
店
や
ス
ー
パ

ー
、
社
員
食
堂
を
中
心
に
販

売
し
て
い
ま
す
。
電
気
代
な

ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

か
か
る
た
め
、
経
営
は
厳
し

い
よ
う
で
す
。
 

　
大
阪
府
和
泉
市
に
あ
る
エ

ス
ペ
ッ
ク
ミ
ッ
ク
㈱
和
泉
ラ

ボ
で
は
、
見
学
者
用
に
植
物

工
場
を
開
放
し
て
お
り
、
間

近
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
完
全
人
工
光
型
植

物
工
場
は
初
期
投
資
に
費
用

が
か
さ
む
た
め
、
装
置
の
価

格
を
下
げ
る
こ
と
、
流
通
や

販
路
を
確
保
す
る
こ
と
、
生

産
品
を
自
家
消
費
す
る
な
ど

の
用
途
開
発
が
課
題
と
の
こ

と
で
し
た
。
 

　
森
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

「
植
物
工
場
の
誘
致
」
を
実

現
す
る
に
は
、
自
治
体
と
し

て
の
複
合
的
な
支
援
（
資
金
・

流
通
・
消
費
な
ど
）
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。
 

（
委
員
長
　
土
田
進
）
 

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
6
月
２１
日
と
２２
日
、
議

会
広
報
常
任
委
員
会
は
8
月
２４
日
に
、
先
進
地
の
事

例
を
学
ぶ
た
め
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
へ

視
察
報
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
本
会
議
の
初

日
、
委
員
長
が
議
場
で
概
略
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

委
員
会
視
察
報
告
 

委
員
会
視
察
報
告
 

自
治
体
の
支
援
が
カ
ギ
に
 

植
物
工
場
の
誘
致
 

総務建設 

細 細 細 分別で 再 再 再 資源に 

サーマルリサイクル 
焼却処理の際に発生する熱エネルギ
ーを、回収・利用すること。 

バイオリサイクル 
調理くずなどの有機性廃棄物を発酵
させて、バイオガスを生成。ガス発
電や自動車の燃料として利用する。 

バイオリサイクル施設を見学する総務建設常任委員
＝カンポリサイクルプラザ㈱ 

エスペックミック（株）和泉ラボの植物工場 
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議
会
広
報
常
任
委
員
会
は
、

昨
年
度
、
町
村
議
会
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
鳥
取
県
北
栄
町

を
訪
ね
、
議
会
広
報
の
編
集

方
法
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま

し
た
。
 

　
北
栄
町
で
は
、
議
会
広
報

の
編
集
委
員
が
編
集
ソ
フ
ト

「
イ
ン
・
デ
ザ
イ
ン
」
を
使

っ
て
、
パ
ソ
コ
ン
で
レ
イ
ア

ウ
ト
を
作
成
。
最
終
校
正
に

至
る
ま
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
で
投
影
し
な
が
ら
、
そ
の

場
で
修
正
す
る
そ
う
で
す
。
 

　
編
集
ソ
フ
ト
を
使
う
メ
リ

ッ
ト
は
①
印
刷
業
者
と
の
受

け
渡
し
が
な
い
の
で
、
日
数

を
短
縮
で
き
る
②
制
作
費
用

が
削
減
で
き
る
③
直
前
ま
で

修
正
が
可
能
―
―
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
大
口
町
で

も
導
入
を
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
 

　
大
口
町
は
一
般
質
問
を
1

人
1
ペ
ー
ジ
で
割
り
付
け
し

て
い
ま
す
が
、
北
栄
町
で
は
、

「
た
く
さ
ん
質
問
し
た
人
に

ペ
ー
ジ
を
割
く
の
は
当
然
」

「
ペ
ー
ジ
を
限
定
す
る
方
が

不
平
等
」
と
い
う
編
集
姿
勢

が
貫
か
れ
て
お
り
、
半
ペ
ー

ジ
の
議
員
も
い
れ
ば
２
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
議
員
も
い
ま
し

た
。
ま
た
、
議
員
の
顔
写
真

に
短
い
コ
メ
ン
ト
の
吹
き
出

し
を
付
け
て
、
議
員
の
本
音
？

が
垣
間
見
ら
れ
る
心
憎
い
演

出
も
あ
り
ま
す
。
 

　
全
体
的
な
紙
面
の
印
象
と

し
て
は
、
写
真
を
背
景
に
影

付
き
の
囲
み
記
事
を
載
せ
て

い
く
な
ど
、
3
D
効
果
は
満

載
で
す
。
 

　
参
考
に
な
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
い
た
だ
き
、
と
て
も
有
意

義
な
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
か
ら
の
紙
面
づ
く
り
に

生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
委
員
長
　
宮
田
和
美
）
 

　
南
小
学
校
の
建
設
に
当
た

っ
て
議
会
は
建
設
特
別
委
員

会
を
つ
く
り
、
町
部
局
と
協

議
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の

委
員
会
は
、
平
成
２１
年
9
月

に
設
置
し
た
建
設
準
備
特
別

委
員
会
の
流
れ
を
く
ん
だ
も

の
で
す
。
 

　
準
備
委
員
会
で
は
P
F
I

方
式
の
検
討
や
校
舎
等
の
配

置
案
を
決
定
し
ま
し
た
。
建

設
委
員
会
で
は
、
設
計
施
工

に
関
す
る
協
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
両
委
員
会
を
通
じ

て
、
本
年
9
月
末
ま
で
に
会

議
を
6
回
、
先
進
地
視
察
を

1
回
（
土
岐
市
立
泉
小
学
校
・

長
久
手
町
立
市
が
洞
小
学
校
）

行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
視
察
し
た
泉
小
学
校
は
、

廊
下
側
に
間
仕
切
り
の
な
い

オ
ー
プ
ン
な
教
室
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
・

雨
水
利
用
・
自
然
風
を
取
り

込
む
ド
ラ
フ
ト
換
気
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
市
が
洞
小
学
校
は
、
森
か

ら
の
空
気
を
地
下
に
取
り
込

み
、
教
室
に
送
風
す
る
ク
ー

ル
チ
ュ
ー
ブ
や
、
太
陽
熱
を

利
用
す
る
集
熱
装
置
が
付
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
校
舎
棟

の
中
庭
は
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に

な
っ
て
お
り
、
旧
来
の
学
校

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ

た
デ
ザ
イ
ン
で
し
た
。
 

　
平
成
２４
年
4
月
開
校
を
目

指
し
た
南
小
学
校
の
実
施
設

計
が
終
わ
り
、
現
在
は
、
詳

細
設
計
の
段
階
で
す
。
５０
年

先
の
将
来
ま
で
見
据
え
、
ど

う
す
る
こ
と
が
一
番
良
い
の

か
、
議
論
は
尽
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
 

編
集
ソ
フ
ト
を
使
い
、 

議
員
自
ら
作
成
 

議会広報 

南小建設 

最新のエコスクールに学ぶ 

い
ち
 

ぼ
ら
 

ほ
く
 
え
い
 

（上）長久手町立市が洞小学校の校舎 
（下）土岐市立泉小学校。開放的な教室スペース 

説明に耳を傾け、メモをとる委員 

北栄町の議会だより 
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尾
北
地
区
教
職

員
組
合
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
３０
人
以

下
学
級
の
実
現
と

義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
」

（
紹
介
議
員
＝
岡

孝
夫
）
は
、
請
願

の
趣
旨
に
賛
同
し
、

全
会
一
致
で
可
決
。

関
係
省
庁
へ
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
私
学
を
よ
く
す
る

愛
知
父
母
懇
談
会
・
愛
知
私

学
助
成
を
す
す
め
る
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
陳
情
」
に
つ

い
て
も
、
趣
旨
に
賛
同
し
、

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

　
議
員
の
発
意
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
「
国
民
健
康
保
険

へ
の
県
補
助
金
の
増
額
な
ど

を
求
め
る
意
見
書
」
は
①
市

町
村
国
保
へ
県
支
出
金
を
増

額
す
る
こ
と
②
国
民
健
康
保

険
へ
の
国
庫
支
出
金
の
大
幅

な
増
額
を
国
に
要
望
す
る
こ

と
―
―
が
内
容
で
す
。
 

　
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
の
で
、
県
知
事

に
意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

候補地を現場で確認 
新ごみ処理施設 

候補地を現場で確認 

教育と国民健康保険で 

30人以下学級の実現と義務教育費 
国庫負担制度拡充を求める意見書 

（要　旨） 
　いじめや不登校、非行問題行動を含めた
教育課題は依然として克服されていない。
また、特別な支援を必要とする子ども、日
本語教育の必要な子どもに支援を行う時間
が確保できない。これらの解決に学級規模
の縮小は不可欠。国の責任で30人以下とす
べきである。 
　また、義務教育費の国庫負担率が3分の1
に引き下げられ、自治体財政を圧迫している。
義務教育費国庫負担制度を堅持すること、
国庫負担率を2分の1へ復元することは国の
責務である。 
　23年度の予算編成に当たり、十分な教育
予算を確保されるよう要望する。 

炎天下の中、犬山市の候補地を視察。付近の状況を肌で感じる
ことができました。 

元気いっぱいの新1年生＝4月6日、北小学校入
学式 

国・県へ意見書提出 

　
大
口
町
議
会
は
8
月
4
日
、

2
市
2
町
の
新
ご
み
処
理
施

設
建
設
候
補
地
（
犬
山
市
喜

六
屋
敷
）
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
候
補
地
で
の
建
設
は
、

小
牧
市
や
岩
倉
市
な
ど
か
ら
、

「
現
有
施
設
に
近
い
」
と
い

う
理
由
で
、
白
紙
撤
回
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
議
会
と
し
て
も
、
周
辺
の

状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た

め
、
改
め
て
現
地
を
視
察
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
 

　
建
設
候
補
地
は
犬
山
市
内

の
山
林
で
、
採
石
場
に
近
接

す
る
場
所
で
す
。
 

　
現
有
施
設
に
近
い
と
さ
れ

る
小
牧
岩
倉
衛
生
組
合
、
そ

れ
か
ら
春
日
井
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
と
の
位
置
関
係

も
現
地
で
確
認
し
、
視

察
を
終
え
ま
し
た
。
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

あれ
から どうなった?あれ
から どうなった?

議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載しています。 
そして、その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成21年9月定例会からピックアップしました。 

災害時に支援が必要な要援護者の名簿の整
備状況は、どうなっているか。　　（柘植　満） 

現在大口町では、避難体制や名簿を整備す
るためのマニュアル作りをしている。このマ
ニュアルに基づき、自主防災会、民生児童委員、
消防団等と連携し、災害時要援護者名簿の作
成を進めていきたい。 

町民安全課、福祉こども課など関係各課で
打ち合わせを行い、「大口町災害時要援護者
支援体制マニュアル」の素案を検討している
ところ。 
22年度内にはマニュアルをまとめる予定で

ある。 

いつ起きるのか分からないのが天災。ひょ
っとしたら、それは明日かも…。 
そう考えると、今の進み具合ではちょっと

心配。…それって、私だけ？ 

要援護者名簿の作成を 

マニュアルの作成中 

年度内にマニュアルを 
まとめる予定 

質問者の満足度 

地域協働部長答弁 

どうなった 

兼房㈱前の水路にはふたをかける、岩田工
機㈱前の未舗装分は整備するということだっ
たが、どういう見通しなのか。　（田中一成） 

県に整備を要望しており、いずれの工事も
21年度内に整備が完了する予定。 

予定していた工事は22年5月に完了した。 

斎藤羽黒線の整備は 
どうなった 

21年度内に完了予定 

工事完了 

建設部長答弁 

どうなった 

あれ
から どうなった?

Befo
re Afte

r

兼房㈱前の県道斎藤羽黒線。水路にふたがかけられ、広く
なった歩道 
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　趣味のつもりでかじった俳句。そ
の奥深い世界の魅力に取り込まれて
以来いろんなことに興味がわき、今
では俳句、書道等に幅広く挑戦し続
けておられます。 
　書道では、青山碧雲先生の指導を
受け、「酒井梅月」の名で書の道を
究めてみえます。平成21年には「一
般かな部成家」の試験に合格され、
認定書を授与されました。 
　見事な書をどうぞご覧ください。 

議
会
だ
よ
り
 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

取材を終えて 
「まだまだ未熟者。これから
一層努力していきたい」と意欲
満々の酒井さん。95歳という
年齢をもって、これからと言わ
れた言葉に、正直圧倒されてし
まいました。 
ますますのご活躍をお祈りし
ます。　　　　　　（酒井 　治） 

俳句、書道等の趣味を持ち、今も現役で

活躍される酒井聖子さんを紹介します。 

9 月
定
例
会
 N
o.1
8
3

平
成
2
2
年
1
1
月
1
日
 

皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
皆さん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

手続き簡単 
役場３階で住所と名前を書くだけ 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

酒
井
久
和 

 

宮
田
和
美 

酒
井
　
治 

吉
田
　
正 

岡
　
孝
夫 

丹
羽
　
勉 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

酒井聖子（さかい・せいこ）さん 
下小口在住。大正4年生まれ。 

心の安らぎ、夢中人 心の安らぎ、夢中人 

会議録をご覧ください 
町議会の会議録をインターネットで

公開しています。町のホームペー

ジ内に掲載していますので、ぜひ

一度ご覧ください。 

大口町議会 検索 

11月30日（火）　提案説明 
12月 3日（金）　質疑 
12月 6日（月）　質疑・委員会付託 
12月 8日（水）　総務建設常任委員会 
12月 9日（木）　文教福祉常任委員会 
12月13日（月）　一般質問 
12月14日（火）　一般質問 
12月16日（木）　討論・採決 

・・・・ 

へき うん 

ばい げつ 

議
員
は
選
挙
区
内
の
方
に
、

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
、
年
賀
状
・
寒
中
見

舞
い
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す

こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

年
賀
状
等
の 

　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止 

 

表紙の写真 
　大口北保育園の運動会。
年長児が「ずいずいずっこ
ろばし」などの曲を和太鼓
で演奏しました。華麗なば
ちさばきでポーズも決まり、
子どもたちに大きな拍手が
送られました。 

「
名
に
し
負
う
は
ば
　
逢
坂
山

の
さ
ね
か
づ
ら
　
人
に
知
ら
れ

で
　
く
る
よ
し
も
が
な
」
 

歌
人
・
三
条
右
大
臣
 

出
典
・
後
撰
集
 

□訳
　
逢
っ
て
一
緒
に
寝
る
と
い

う
意
味
の
名
を
持
つ
、
逢
坂
山

の
さ
ね
か
ず
ら
よ
。
そ
の
か
ず

ら
の
つ
る
を
た
ぐ
る
よ
う
に
、

人
に
知
ら
れ
ず
に
、
あ
な
た
の

も
と
に
や
っ
て
く
る
方
法
が
あ

れ
ば
よ
い
の
に
な
あ
。
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